
令和３年度ハイブリッド型英語研修
～参加者の声～



1年1組 サイエンスリサーチ科
南陽高校附属中学校出身

学んだこと
“リアクションの大切さ”

初め、英語でコミュニケーショ
ンを取れるか心配でした。けれ
ど、留学生の方々があいづちを
打ってくださったり、いろんな
質問をしてくださったりしたの
で、とても話しやすかったです。
リアクション次第で会話の楽し
さや、印象が大きくかわるのだ
と思いました。

今後の課題
“もっと会話に突っ込んでいく”

会話をする中で、ただ聞くだけで
終わってしまうということが多々
ありました。しかしそれだけでは
「会話」が成り立っているとは言
えません。なので、リアクション
を取ることや、質問を重ねていく
ことを会話の中で積極的にしてい
こうと思います。

英語力向上コース

この研修では、ディベートや会
話のスキルを学びました。教え
てくださった留学生の方々はと
ても丁寧でフレンドリーでした。
この4日間は私の中で忘れられ
ない貴重な体験となりました。

1日目

緊張で誰とも話せず。休憩時間には夏休みの宿題に
逃げてしまうという失態。後悔と反省。

3日目

2日目

勇気を出して留学生の1人に声をかけてみた。そこか
らどんどん話しかけられるように。夜には楽しみ
だったオンラインでのイギリスの学生との交流が
あった。

4日目
1番積極的に会話した日。いろんな｢ちがい｣を知れた
のが面白かった。

午後だけの活動のはずが、研修の間で1番疲れた日。
ホテルが最高だった！



1年5組普通科田辺中学校出身
異文化交流コース

私はこの研修を通して聞き返す「Check」相槌を打つ「React」質問
をする「Question」という3つのＣ・Ｒ・Ｑの大切さを学びました。
うなずくだけの会話は相手の意向を汲み取ることが出来ません。聞き
返して相槌を打ち、質問をすることにより相手と会話のキャッチボー
ルを楽しむことが出来ます。実際に、留学生を前にしてこのＣ・Ｒ・
Ｑを取り入れると驚くほど会話が弾み、新たな事実にも出会えました。
これまで、外国人との会話の中でも相槌を打つことしかしてきません
でしたが、この経験を通してもっとＣ・Ｒ・Ｑを取り入れていきたい
と思いました。

私は異文化についても学びました。異文化を学ぶには本やネットで
しか調べることが出来ませんが、この異文化交流コースには多くの外
国人留学生がいるので直接異文化を聞くことが出来ます。日本と海外
とを比較することができてとても楽しかったです。

この研修で多くの留学生に話しかけていくう
考えて ちに、伝えたい言葉を日本語から英語に変換するこ
との とは難しいと実感しました。

課題は語彙が足りていないことなので、これか
ら ら単語を覚えていく時は類義語・対義語をセット
ト で覚え、アウトプットも繰り返ししようと考えて
てい います。

研修に参加する前は話すことが未熟でしたが、参加
出 することができて良かったです。







2年 6組 (普通科) 京都聖母女学院中学校出身

今回の英語研修で私は英語力向上コースに参加しました！

↓研修の様子

↓スケジュール

研修でできることリスト
□他校の生徒との交流
□外国人ボランティアとの交流
□海外の大学生との交流(zoomを使って)
□イギリスオンラインツアー…などなど

他にも自分次第でできることはたくさん！
やりたいことは四日間のうちに全部やり切ろう！

参加した理由は元々英語が苦手だったので、研修に参加すれば少し
でも英語に対する苦手意識が薄れるかなと思ったからです。

全部で四日ある研修では最終日に行われるグループディスカッションに
向けて外国人ボランティアにインタビューをしたり、グループで意見交
換をしたりしました。

私はこれらを通して英語を使うことの楽しさを学びました。

なので、これからは英単語を覚えてボキャブラリーを増やすことに重点を
置きながら、研修でのワクワクを忘れずに楽しんで英語を学んでいきたい
です。

自分の拙い英語でも相手に伝わるんだ！という嬉しさと今まで地図でしか
見たことのない国から来た方との会話は普段の生活では味わえない新鮮な
ものでした。一方で自分の気持ちを伝えられる言葉が思いつかないとき、
どうしてもっと英単語を覚えてこなかったのだろう…と後悔もしました。


